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         第８号 201８年２月日発行 

発行元： 〒020-0693 岩手県滝沢市巣子 152-52 岩手県立大学看護学部  

母子看護学講座内「いわて思春期研究会」事務局 FAX：019-694-3232 

作成者：岩手思春期研究会広報担当理事 黒田大介 住吉美保 米澤慎悦 工藤春香 

日日日日    時：時：時：時：2017201720172017年年年年 3333月月月月 18181818日（日）日（日）日（日）日（日）    13131313時時時時 30303030分～分～分～分～16161616時時時時    

場場場場    所：いわて県民情報交流センター所：いわて県民情報交流センター所：いわて県民情報交流センター所：いわて県民情報交流センター    アイーナキャンパスアイーナキャンパスアイーナキャンパスアイーナキャンパス    学習室学習室学習室学習室    ４４４４    

                    岩手県盛岡市岩手県盛岡市岩手県盛岡市岩手県盛岡市盛岡駅西通１丁目７番１号盛岡駅西通１丁目７番１号盛岡駅西通１丁目７番１号盛岡駅西通１丁目７番１号    TEL 019TEL 019TEL 019TEL 019----606606606606----1717171717171717        

会会会会    費：会員無料費：会員無料費：会員無料費：会員無料        非会員非会員非会員非会員    500500500500円円円円    

 2017 年度第 2回研修会が、上記の日程で開かれます。会員の皆様には、案内と出席確認のはがきが届

きます。お誘いあわせの上、たくさんのご参加をお待ちしております。研修会の内容は以下の通りです。 

 

＜プログラム＞＜プログラム＞＜プログラム＞＜プログラム＞    

テーマテーマテーマテーマ    「男の役割・父親の役割とは？」「男の役割・父親の役割とは？」「男の役割・父親の役割とは？」「男の役割・父親の役割とは？」    

13131313：：：：30303030－－－－13131313：：：：35353535        開会開会開会開会    挨拶（小林高会長）挨拶（小林高会長）挨拶（小林高会長）挨拶（小林高会長）    

13131313：：：：35353535－－－－15151515：：：：00000000        講演講演講演講演        

            テーマテーマテーマテーマ「「「「男子はどう生きるか男子はどう生きるか男子はどう生きるか男子はどう生きるか    〜大人男子の経験を語る〜〜大人男子の経験を語る〜〜大人男子の経験を語る〜〜大人男子の経験を語る〜    」」」」    

                                    講師講師講師講師        岩手医科大学岩手医科大学岩手医科大学岩手医科大学    医学部衛生学公衆衛生学講座医学部衛生学公衆衛生学講座医学部衛生学公衆衛生学講座医学部衛生学公衆衛生学講座    

助教助教助教助教        佐々木亮平佐々木亮平佐々木亮平佐々木亮平    先生先生先生先生    

15151515：：：：10101010－－－－11116666：：：：00000000    自由討論・まとめ自由討論・まとめ自由討論・まとめ自由討論・まとめ    

            「地域・家庭・学校の連携「地域・家庭・学校の連携「地域・家庭・学校の連携「地域・家庭・学校の連携    〜男の役割・父親の役割を誰がどのように教えるか〜〜男の役割・父親の役割を誰がどのように教えるか〜〜男の役割・父親の役割を誰がどのように教えるか〜〜男の役割・父親の役割を誰がどのように教えるか〜」 

     コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    岩手医科大学岩手医科大学岩手医科大学岩手医科大学    医学部衛生学公衆衛生学講座医学部衛生学公衆衛生学講座医学部衛生学公衆衛生学講座医学部衛生学公衆衛生学講座    

助教助教助教助教        佐々木亮平佐々木亮平佐々木亮平佐々木亮平    先生先生先生先生    

16161616：：：：00000000        閉閉閉閉    会会会会    

～会員外の方のご参加については、当日受付もいたします～ 

【自由討論自由討論自由討論自由討論「「「「LGBTILGBTILGBTILGBTI の支援～岩手でできること、すべきこと～」の支援～岩手でできること、すべきこと～」の支援～岩手でできること、すべきこと～」の支援～岩手でできること、すべきこと～」】】】】 

講演後には、グループ討論がおこなわれました。 

短い時間ではありましたが、参加者がそれぞれ自己紹介した上で、援

助に際しての悩みを語ったり、相談先の情報共有をするなどして盛り

上がりました。保健、医療、教育などの関係者が、支援団体と連携し

てセクマイを支えていく上で、貴重な機会になったことと思います。 

 

最後に、研修会後の動向についても触れておきます。性同一性障害の人を対象にした性別適合手術に

ついて、厚生労働省は２０１８年度から新たに公的医療保険の適用対象とする案を中医協に示し、大筋

で了承されました。同省は今年３月までに、保険適用に向けた条件を詰める方針。性同一性障害特例法

は、戸籍の性別変更の条件として、性別適合手術を受けることを求めていますが、現在は保険が適用さ

れていません。適用されると、自己負担は最大３割で済みます（２０１７年１１月３０日付岩手日報）。 

ただ、保険適用には大きな問題があります。性同一性障害の診断を受けている人の中で、性別適合手

術を受けなければ生きられないと訴えるほど身体違和や性器嫌悪を強く感じている人は少数にもかかわ

らず、自分が扱われたい性別で就職や進学するため、不本意ながら手術を選択する人が多くなっている

現状があるからです。手術の結果、更年期障害のような症状に苦しんだり、うつ病になったり、排泄障

害や手足の麻痺が出た人もいます。保険適用は、不本意な手術に追い込まれる人を増やしかねません。 

針間氏によると、イギリスでは体の手術をしていなくても、本人の性自認を尊重して性別を変えられ

るとのこと。性別適合手術が戸籍の性別変更要件になっている日本は、まだまだ遅れています。 

２０２０年に東京五輪・パラリンピックが開かれます。五輪憲章は性的指向による差別を禁じており、

欧米を中心に、セクマイの権利を擁護する法整備が進んでいます。ところが、Ｇ７で同性婚やパートナ

ーシップを国として制度化していないのは日本だけ。五輪という大舞台で「多様性の尊重」を世界にア

ピールするにはほど遠い現状です。 

今回の研修会が、多様なセクシュアリティーを尊重していく地域づくりの一歩になることを願います。 

（広報部：黒田） 

 

    

～参加の感想より～ 

・とても多様な社会の中で、色々な方々が考えていることに良かったと思いました。 

・支援先を知ること、伝えられることが大切だと感じました。 

・色んな職種の人がいて、面白かった。こんなにたくさんの人が興味をもっていることをあらためて知 

りました。 

・色々な立場での LGBTI への関わり方への考えについて聴くことができた。 

・それぞれのグループワーク、私たちがこれからやっていけそうなテーマがたくさんありました。まず 

は、理解してもらえる環境づくりを！ 

・セクシャルマイノリティに関して岩手の場合は情報を広めなくてはならないと感じた。 

・すごく活発に LGBTI のことを考えている人が多くて感動しました。とても心強いです。岩手が生き 

やすい社会になることを期待しています。 

・意見を聞き交流する中で、様々な気づきがあり、とても有意義でした。 

・自分が興味をもち理解するだけではダメで、周りに伝え続けていく必要性を痛感しました。無関心な 

周囲に伝え続けることはこわくもありますが、当事者はもっと苦しい思いをしていると思うので、皆 

で伝え続けていけたらいいと思います。 

・多くの方々が、まず LGBT について知っていくことで、理解が深まる土台ができていくと思う。 

・当たり前のことだが、岩手の児童生徒の性の教育、支援をする人は学校現場の者だけではないという 

ことをあらためて感じることができた。 
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テーマテーマテーマテーマ「「「「岩手における岩手における岩手における岩手における LLLLGBTIGBTIGBTIGBTI のののの支援支援支援支援をををを考える」考える」考える」考える」    

話題提供話題提供話題提供話題提供    「岩手県の「岩手県の「岩手県の「岩手県の現状現状現状現状について」について」について」について」    

いわて思春期研究会調査研究部いわて思春期研究会調査研究部いわて思春期研究会調査研究部いわて思春期研究会調査研究部    佐藤卓佐藤卓佐藤卓佐藤卓氏氏氏氏    

特別講演特別講演特別講演特別講演    「「「「LLLLGBTIGBTIGBTIGBTI のののの支援に求められる支援に求められる支援に求められる支援に求められるものものものもの    

～～～～臨床現場からの提言～臨床現場からの提言～臨床現場からの提言～臨床現場からの提言～」」」」        

はりまメンタルクリニックはりまメンタルクリニックはりまメンタルクリニックはりまメンタルクリニック    

                                                            院長院長院長院長    針間針間針間針間    克己克己克己克己    氏氏氏氏    

    

 

 近年、セクシュアル・マイノリティーセクシュアル・マイノリティーセクシュアル・マイノリティーセクシュアル・マイノリティー（性的少数者、以下セクマイ）

についての社会的関心が高まっています。いわて思春期研究会は、こ

の分野の第一人者として知られる東京東京東京東京・・・・はりまメンタルクリニック院はりまメンタルクリニック院はりまメンタルクリニック院はりまメンタルクリニック院

長の針間克己氏長の針間克己氏長の針間克己氏長の針間克己氏を講師に招き、２０１７年度第１回研修会「岩手にお

ける LGBTIの支援を考える」を開催しました（７月９日、盛岡市・

エスポワールいわて）。保健、医療、教育関係者ら約７０人が参加し、

講演とグループ討論を通じて、思春期のセクシュアリティーの揺らぎ

を見守り、自己決定を援助していくためにはどうあればいいのか、共

に考えました。                 （広報部：黒田） 

 

【LGBTI とは？】 

LLLL＝レズビアン＝レズビアン＝レズビアン＝レズビアン（女性の同性愛者）、GGGG＝ゲイ＝ゲイ＝ゲイ＝ゲイ（男性の同性愛者）、BBBB＝＝＝＝

バイセクシュアルバイセクシュアルバイセクシュアルバイセクシュアル（両性愛者）、TTTT＝トランスジェンダー＝トランスジェンダー＝トランスジェンダー＝トランスジェンダー（心と体の性

が一致しない人）に加え、IIII＝インターセックス＝インターセックス＝インターセックス＝インターセックス（性分化疾患）の頭文

字です。LGBTIは、セクマイの総称として使われることも多いです。 

【「X ジェンダー」「A セクシュアル」とは？】 

セクシュアリティーの多様性を考える上で、最近注目されているのが

「「「「XXXXジェンダー」ジェンダー」ジェンダー」ジェンダー」（心の性が男女どちらでもない）（心の性が男女どちらでもない）（心の性が男女どちらでもない）（心の性が男女どちらでもない）と「「「「AAAAセクシュアセクシュアセクシュアセクシュア

ル」ル」ル」ル」（男女どちらも好きにならない）（男女どちらも好きにならない）（男女どちらも好きにならない）（男女どちらも好きにならない）です。 

針間氏は「Ｘジェンダーはほとんど学術的データがない中、その問題

性を浮かび上がらせた岩手の調査は貴重だ。恋愛感情や恋愛経験に対し

て全般的に消極的で、自尊感情が低い。さらには性交への嫌悪感や、ネ

ット依存の高さ。Ｘジェンダーには、いろいろとネガティブな感情が渦

巻いていそうだ」などと指摘しました。 

そして、岩手の次回の調査に際しては、恋愛対象の性別についての設

問に「男性のみ」「女性のみ」「どちらでもよい」の三択に、「男女どち

らでもない」という選択肢も加えることで、ＸジェンダーとＡセクシュ

アルを明確に分けて捉えることができるとアドバイスしました。 

 

【LGBT は何人いるのか？】 

講演の二大テーマの一つが、大方の関心事でもある「LGBT は何人

いるのか？」。これまで、さまざまな調査結果が公表されています。電

通ダイバーシティ・ラボの「LGBT 調査」（２０１５年）では、LGBT

層に該当する人は７．６%。博報堂の「LGBTをはじめとするセクシュ

アルマイノリティーの意識調査」（２０１６年）は８．０%でした。ま

た、県高校教育研究会学校保健部会とい県高校教育研究会学校保健部会とい県高校教育研究会学校保健部会とい県高校教育研究会学校保健部会といわて思春期研究会が合同でわて思春期研究会が合同でわて思春期研究会が合同でわて思春期研究会が合同で

実施した「高校生の生と性に関する調査」（２０１３実施した「高校生の生と性に関する調査」（２０１３実施した「高校生の生と性に関する調査」（２０１３実施した「高校生の生と性に関する調査」（２０１３年、年、年、年、全日制高全日制高全日制高全日制高

校７８校対象、７１校・８７６９人回答）校７８校対象、７１校・８７６９人回答）校７８校対象、７１校・８７６９人回答）校７８校対象、７１校・８７６９人回答）では、高校生の１０高校生の１０高校生の１０高校生の１０．．．．１１１１%%%%

がセクマイを自認がセクマイを自認がセクマイを自認がセクマイを自認していることが明らかになりました。 

ＸジェンダーとＡセクシュアルという新たな概念を意識しつつ、

「LGBT は何人いるのか？」という問いに立ち返ると、新たなイメー

ジが見えてきます。針間氏は「以前は『クラスに１人はセクシュアル・

マイノリティーがいる』と言われていた。確かに同性愛に関しては、同性愛に関しては、同性愛に関しては、同性愛に関しては、

クラスにクラスにクラスにクラスに１１１１人ぐらい人ぐらい人ぐらい人ぐらいははははいるいるいるいる。それ以外に、男女どっちでもないかな男女どっちでもないかな男女どっちでもないかな男女どっちでもないかな

ああああ（（（（XXXXジェンダー）ジェンダー）ジェンダー）ジェンダー）、とか、男女どっちも男女どっちも男女どっちも男女どっちも好きにならないかなあ好きにならないかなあ好きにならないかなあ好きにならないかなあ（（（（AAAA

セクシュアル）セクシュアル）セクシュアル）セクシュアル）、とか迷っている人も１人ずついる。クラスクラスクラスクラスで３人で３人で３人で３人ぐぐぐぐ

らいがらいがらいがらいがいろんないろんないろんないろんな感じで悩んでる感じで悩んでる感じで悩んでる感じで悩んでる人がいる人がいる人がいる人がいるというイメージというイメージというイメージというイメージでとらえる

のは、間違いじゃないと思う」と述べました。 

 

【LGBT をどう支えていけばいいのか？】 

針間氏によると、自傷や自殺企図などの経験があるセクマイが、こうしたことを最初に思ったり、実際に行ったりした年齢は、１３、１４歳ぐらい

がピーク。中学生中学生中学生中学生のののの頃から悩み頃から悩み頃から悩み頃から悩みがががが強くな強くな強くな強くなりりりり、高校生、高校生、高校生、高校生の頃の頃の頃の頃に実際にやに実際にやに実際にやに実際にやってしまうというってしまうというってしまうというってしまうという傾向傾向傾向傾向があるそうです。 

背景には、いじめ、社会からの孤立感、トランスジェンダーの場合は体の違和感、そして失恋。例えば、FtMの高校生が、付き合っていた女の子の

方から「やっぱり本当の男の方がいいわ」とふられる。失恋のショックに加え、自分は本当は男じゃないということを突き付けられ、二重のショック

を受ける。MtF（体の性別が男性で、心の性別は女性）の人が「内在化したトランスフォビア」、すなわち女性的な男性に対する「あいつはオカマだか

らキモい」といった社会の偏見を、自分自身が持ってしまう。だんだん生きている実感が湧かなくなり、将来に希望が持てなくなる。こうした心の動

きが思春期から強くなっていくため、思春期に、セクシュアリティーの揺らぎ思春期に、セクシュアリティーの揺らぎ思春期に、セクシュアリティーの揺らぎ思春期に、セクシュアリティーの揺らぎにににに悩む生徒をサポートすることは悩む生徒をサポートすることは悩む生徒をサポートすることは悩む生徒をサポートすることは極めて極めて極めて極めて重要重要重要重要になってくるわけです。 

では、どう支えればいいのか。針間氏は「見守ることが「見守ることが「見守ることが「見守ることが鉄則」鉄則」鉄則」鉄則」と強調しました。そもそも「セクシュアリティーは不安定だから、先走って方針を立

てようがない」のです。 

 さらに「多様性を尊重する、「多様性を尊重する、「多様性を尊重する、「多様性を尊重する、受け入れる受け入れる受け入れる受け入れる」」」」ということも大事です。「男はこうだ、女はこうだ、同性愛はけしからん、性別変えるなんてけしからん」

という典型的な保守的な価値観を押し付けるのは、もちろんだめ。かといって、自分の中で典型的な同性愛のイメージを勝手に持って、女性を好きだ

という女性がいたら「性同一性障害だから早く病院に行って治療しろ」といった押し付けもだめ。「治療などさまざまな治療などさまざまな治療などさまざまな治療などさまざまな選択肢選択肢選択肢選択肢を伝えるなどして、を伝えるなどして、を伝えるなどして、を伝えるなどして、よよよよ

りよいりよいりよいりよい自己決定自己決定自己決定自己決定をををを援助援助援助援助していくしていくしていくしていく」ことが基本とし、「気持ちを分かち合うために、自助グループを紹介するのも有効気持ちを分かち合うために、自助グループを紹介するのも有効気持ちを分かち合うために、自助グループを紹介するのも有効気持ちを分かち合うために、自助グループを紹介するのも有効」とも指摘しました。 

 

【岩手の調査から分かること】 

針間氏は講演で、岩手の調査のデータを詳細に分析し、自らの臨床

経験と比較しながら考察しました。数々の鋭い指摘によって、岩手の

調査の意義が、あらためて浮かび上がったと言えましょう。 

医療現場では、例えば、病院に来るトランスジェンダーの FtM（体

の性別が女性で、心の性別は男性）のほとんどが、恋愛の対象は女性

だそうです。そして「生理が嫌だから、今すぐ月経を止めてくれ」「お

っぱいが嫌だから、今すぐホルモン始めてくれ。乳房を切除してくれ」

といった深刻な悩みを訴える人が多いとのことです。一方、岩手の調

査では、FtMの多くが、恋愛の対象は男性と回答していました。 

このギャップは、何を意味するのか。針間氏は「岩手の調査には、「岩手の調査には、「岩手の調査には、「岩手の調査には、

医療現場に来るほど深刻な違和感を抱えていない人が、かなり含ま医療現場に来るほど深刻な違和感を抱えていない人が、かなり含ま医療現場に来るほど深刻な違和感を抱えていない人が、かなり含ま医療現場に来るほど深刻な違和感を抱えていない人が、かなり含ま

れているのではないか」れているのではないか」れているのではないか」れているのではないか」との見解を示しました。その上で「思春期「思春期「思春期「思春期

はははは性別違和が性別違和が性別違和が性別違和が不確実不確実不確実不確実、不確定な可能性、不確定な可能性、不確定な可能性、不確定な可能性があるがあるがあるがある。。。。医療機関に来るレベ

ルの深刻な人であっても、揺れ動きがある。例えば、世間的には、性

同一性障害は子どものころから固定化されたカチカチの一本道を進む

みたいなイメージで語られることが多いが、必ずしもそうではない。

人間だから、悩んで、揺れながら、進んでいくわけなので、あんまりあんまりあんまりあんまり

固定的に考えるのはいかがなものか固定的に考えるのはいかがなものか固定的に考えるのはいかがなものか固定的に考えるのはいかがなものか」と述べました。 

一口にセクマイといっても、医療機関に来るほど深刻深刻深刻深刻なななな悩みを抱え悩みを抱え悩みを抱え悩みを抱え

ているているているている人人人人もいれば、一見悩んでなさそうに見えても、セクシュアリセクシュアリセクシュアリセクシュアリテテテテ

ィーのィーのィーのィーの揺らぎの中にいる揺らぎの中にいる揺らぎの中にいる揺らぎの中にいる人たち人たち人たち人たちも多くいるということです。 

そして、セクマイを理解する、あるいは、よりよい援助をする上で

は、どこまでがセクマイで、どこからがセクマイではないといった線

引きをするのではなく、総体を総体を総体を総体をグラデーションでグラデーションでグラデーションでグラデーションで捉える捉える捉える捉えるという認識

が欠かせません。「「「「セクシュアリセクシュアリセクシュアリセクシュアリティーは多様ティーは多様ティーは多様ティーは多様で、一人一人違う」で、一人一人違う」で、一人一人違う」で、一人一人違う」と   

いう針間氏の指摘は、極めて重要です。 

 

 


